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14）杉村篤徳，木下承子，田口　洋，野田　忠：ジュ
ニアサッカースクールに所属する小児と保護者への
歯の外傷およびマウスガードに冠するアンケート調
査．第 16 回日本スポーツ歯科医学会学術大会およ
び総会，岐阜，2005 年７月 17 日．

15）沼奈津子，石田陽子，那須真樹子，野田　忠，織
田公光：突然変異型アルカリホスファターゼ
（Val406Ala）の細胞生物学的解析，第 47 回歯科基
礎医学会学術大会，仙台，2005 年９月 29-30 日．

16）川岸恵理子，大島邦子，野村修一，大島勇人：高齢
ラット臼歯窩洞形成後の歯髄反応．第 114 回日本補
綴歯科学会学術大会，新潟，2005 年 10 月１- ２日，
日本補綴歯科学会雑誌，49（Special Issue），183 頁，
2005.

17）飯澤二葉子 , 大島邦子 , 野田　忠：両側下顎第二大
臼歯部に認められた過剰歯の一例 .　第 23 回日本
小児歯科学会北日本地方会大会および総会 , 盛岡 , 
2005 年 10 月 29 日 , 小児歯誌 44 (1)，印刷中 , 2006.

18）川岸恵理子，大島邦子，野村修一，大島勇人：高齢
ラット臼歯窩洞形成後の歯髄反応．平成 17 年度新
潟歯学会第２回例会，新潟 , 2005 年 11 月５日，新
潟歯学会誌，35 (2)，258 頁，2005．

19）沼奈津子，石田陽子，那須真樹子，野田　忠，織
田公光：低ホスファターゼ症患者で報告された変
異型組織非特異型アルカリホスファターゼV406A
の解析 , 平成 17 年度新潟歯学会第２回例会，新潟，
2005 年 11 月５日，新潟歯学会誌，35 (2)，262 頁，
2005．

20）坂井　淳，林 - 坂井幸子，野田　忠，甲田文一，坂
本　信，：ビッカース硬さ試験を用いた乳歯の横断
平面内硬度分布，日本実験力学会 2006 年度年次講
演会，名古屋，2006 年３月 13-15 日，日本実験力学
会講演論文集 2006 年度年次講演会No.6：163-164，
2006．

【その他】
１）野田　忠：新潟発『食べる』．平成 17 年度Ｇコード

科目・新潟発「食べる」，新潟，2005 年４月 15 日．
２）大島邦子：食べることと口の健康．平成 17 年度Ｇ

コード科目・新潟発「食べる」，新潟， 2005 年５月
13 日．

３）田口　洋：小児の口腔管理と治療・保護者への対応．
平成 16 年度歯科臨床研修医セミナー，新潟，2005
年６月 29 日． 

４）田口　洋：哺乳，離乳，そして「食べる」へ．平
成 17 年度Ｇコード科目・新潟発「食べる」，新潟，
2005 年７月 8日．

５）野田　忠：新潟発『食べる』まとめ．平成 17 年度

Ｇコード科目・新潟発「食べる」，新潟，2005 年７
月 29 日．

６）田口　洋：乳歯のむし歯の悪影響と予防．新潟大学
医歯学総合病院口蓋裂診療班母親教室，新潟，2005
年 10 月 18 日．

７）野田　忠：子どもの歯・口．日本事情自然系B，新
潟，2005 年 11 月 30 日．

８）大島邦子：知的障害者の歯科への適応．平成 17 年
度歯科臨床研修医セミナー，新潟，2005年12月７日．

顎顔面放射線学分野

【論文】
１）Orhan K, Nishiyama H, Tadashi S, Shumei M, 

Furukawa S: MR of 2270 TMJs prevalence 
of radiographic presence of otomastoiditis in 
temporomandibular joint disorders. Eur J Radiol. 
55(1): 102-107, 2005.

２）Kakimoto N, Tanimoto K, Nishiyama H, Murakami 
S, Furukawa S, Kreiborg S: CT and MR imaging 
features of oral and maxillofacial hemangioma and 
vascular malformation. Eur J Radiol. 55(1): 108-112, 
2005.

３）Katsura K, Hayashi T: Non-neoplastic process 
after neck dissection demonstrated on enhanced 
CT in patients with head and neck cancer. 
Dentomaxillofac Radiol. 34(5): 297-303, 2005. 

４）Yamada K, Hanada K, Hayashi T: Double contours 
and craniofacial morphology. Cranio. 23(2): 144-151, 
2005.

５）Estomaguio GA, Yamada K, Ochi K, Hayashi T, 
Hanada K: Craniofacial morphology and inclination 
of the posterior slope of the articular eminence in 
female patients with and without condylar bone 
change. Cranio. 23(4): 1-7, 2005.

６）Tanaka R, Hayashi T, Takagi R, Maruyama 
S, Cheng J: Calcifying odontogenic cyst with 
aggressive regrowth repeated: A case report 
with CT and MR findings. Proceedings of the 5th 
Congress of the International College for Maxillo-
Facial-Surgery, 66-67, 2005.

７）山崎幸一，寺田員人，中村順一，中川公貴，川原の
ぞみ，松原大樹，森田修一，齊藤　力，高木律男，
林　孝文，齋藤　功：顔面非対称を伴う骨格性下顎
前突症患者における顎矯正手術前後の硬組織変化に
対する軟組織変化の三次元分析．日顎変形誌，15 (2): 
87-94，2005 年．

８）佐藤しづ子，笹野高嗣，斎藤美紀子，示野陽一，大
場麻美，阪本真弥，相澤一夫，渡辺　誠：高齢者の



－ 178 －

新潟歯学会誌　36（1）：2006178

味覚異常に関する疫学調査研究－第２報　唾液分泌
量低下が味覚異常に及ぼす影響－．日本口腔診断学
会雑誌，18: 14-18，2005 年．

９）斎藤美紀子，菅原由美子，示野陽一，犬飼　健，阪
本真弥，勝部朝之，川村　仁，笹野高嗣：パノラ
マX線写真により偶然発見された下顎骨動静脈奇
形の１例．日本口腔診断学会雑誌，18 (1): 136-140，
2005 年．

10）出雲俊之，桐田忠昭，草間幹夫，佐藤　徹，篠原正徳，
新谷　悟，田中陽一，林　孝文，宮崎晃亘，山根正
之：舌癌取扱い指針　ワーキンググループ案（第１
版）．日本口腔腫瘍学会学術委員会「口腔癌取扱い
指針」ワーキング・グループ編．17 (1): 13-85，口
腔腫瘍 2005 年．

11）程じゅん，平　周三，小池朋江，鈴木　誠：臨床
病理検討会レポート［第 27 回］長期経過後に再発
した上顎癌の１例．新潟歯学会雑誌，35 (1): 51-54，
2005 年．

12）小林孝憲，勝良剛詞，小田陽平，加納浩之，鈴木　誠：
臨床病理検討会レポート［第 28 回］非典型的多形
性腺腫の１例．新潟歯学会雑誌，35 (2): 215-218，
2005 年．

【著書】
１）荒木和之，勝又明敏，金田　隆，小林　馨，佐野   司，

林　孝文，湯浅賢治，和光　衛　執筆，佐野   司   
編集：歯科放射線マニュアル　改訂第 4版，東京，
南山堂，2006 年 .

【講演・シンポジウム】
１）林　孝文：新潟大学歯学部における PBL．日本歯

科放射線学会教育委員会主催講演会・シンポジウ
ム「わが国の歯学教育における PBLの展開」，東京，
2005 年３月５日．

２）田中　礼：顎変形症に対するボリュームデータの
臨床応用．シンポジウムⅢ　顎顔面の三次元画像，
第 46 回日本歯科放射線学会総会・学術大会，新潟，
2005 年５月 12-14 日．

３）林　孝文：歯学科５年生における統合型カリキュラ
ムへの PBL 導入－２年目の経験から－．ミニシン
ポジウム－歯学教育における PBL－，平成 17 年度
日本歯科理工学会中部支部夏期研修会，湯沢，2005
年８月 23 日．

 
【学会発表】
１）勝良剛詞，田中　礼，平　周三，小山純市，西山秀昌，

林　孝文：超音波断層撮影で唾液分泌能の予測は可
能か？－健常者の場合－．第 46 回日本歯科放射線

学会総会・学術大会，新潟市，2005 年５月 12-14 日， 
日本歯科放射線学会誌， 45 (4): 170 頁， 2005 年．

２）平　周三，林　孝文，西山秀昌，星名秀行，芳澤享
子，勝良剛詞，中島俊一，小山純市，田中　礼：頭
頸部癌症例の後発リンパ節転移診断における FDG-
PETの応用．第 46 回日本歯科放射線学会総会・学
術大会，新潟市，2005 年５月 12-14 日， 日本歯科放
射線学会誌， 45 (4): 171 頁， 2005 年．

３）小山純市，西山秀昌，平　周三，田中　礼，林　孝文：
顎変形症症例における下顎頭関節面および海綿骨の
評価．第 46 回日本歯科放射線学会総会・学術大会，
新潟市，2005 年５月 12-14 日， 日本歯科放射線学会
誌， 45 (4): 179 頁， 2005 年．

４）西山秀昌，田中　礼，小山純市，平　周三，勝良剛
詞，林　孝文：個人情報保護の観点から見た画像・
所見データの保管・管理について．第 46 回日本歯
科放射線学会総会・学術大会，新潟市，2005 年５
月 12-14 日， 日本歯科放射線学会誌， 45 (4): 187 頁， 
2005 年．

５）林　孝文：歯科診療における超音波診断の応用－顎
関節の正常超音波像－．日本超音波医学会第 78 回
学術集会，東京，2005 年５月 20-22 日．

６）田中　礼，林　孝文：術前CT検査における下顎管
の走行位置の数値的評価 . 第 15 回日本顎変形症学
会総会，徳島，2005 年６月２- ３日，日本顎変形症
学会雑誌，15 (3): 174 頁，2005 年．

７）八幡　誠，山田一尋，林　孝文，齋藤　功：下顎骨
偏位と下顎頭位および顎関節形態との関連性につい
て－ CT画像による検討－．第 15 回日本顎変形症
学会総会，徳島，2005 年６月２- ３日，日本顎変形
症学会雑誌，15 (3): 208 頁，2005 年．

８）林　孝文，田中　礼：顎動脈の走行位置の超音波断
層撮影法による評価．第 15 回日本顎変形症学会総
会，徳島，2005 年６月 2-3 日，日本顎変形症学会雑
誌，15 (3): 174 頁，2005 年．

９）Tanaka R, Hayashi T, Takagi R, Maruyama 
S, Cheng J：Calcifying odontogenic cyst with 
aggressive regrowth repeated -A case report 
with CT and MR findings-. 5th Congress of the 
International College for Maxillo-Facial-Surgery, 
International Congress on Oral & Maxillofacial 
Surgery and Dentistry, Maebashi, June 9-11, 2005.

10）平　周三，林　孝文，勝良剛詞，新垣　晋，星名秀行：
舌・口底癌における舌リンパ節の画像所見とその意
義について．第 29 回頭頸部癌学会，東京，2005 年
６月 16-17 日， 頭頸部癌学会誌， 31 (2): 214 頁， 2005
年．

11）林　孝文，平　周三，勝良剛詞：舌粘膜の正常超音
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波所見．第 29 回頭頸部癌学会，東京，2005. 年６月
16-17 日， 頭頸部癌学会誌， 31 (2): 274 頁， 2005 年．

12）藤井規孝，魚島勝美，高木律男，興地隆史，齋藤   功，
小野和宏，林　孝文，山村健介，中島貴子，山田好秋，
宮崎秀夫，前田健康：新潟大学歯学部教員を対象と
した PBLに関するワークショップの経験．第 24 回
日本歯科医学教育学会総会・学術大会，徳島，2005
年７月７- ８日．

13）小野和宏，林　孝文，前田健康，小林正治，安島久雄，
瀬尾憲司，程じゅん，齋藤　功，西山秀昌：歯科医
学教育への PBL チュートリアル導入に対する学生
の評価．第 24 回日本歯科医学教育学会総会・学術
大会，徳島，2005 年７月７- ８日．

14）安島久雄，小山貴寛，小野和宏，高木律男，小林正
治，程じゅん，瀬尾憲司，西山秀昌，林　孝文，齋
藤　功，前田健康，山田好秋：PBL チュートリア
ルにおける学生の学習態度に関する評価．第 24 回
日本歯科医学教育学会総会・学術大会，徳島，2005
年７月７- ８日．

15）林　孝文，安島久雄，齋藤　功，小野和宏，山田好秋，
前田健康：PBL におけるケースシナリオのweb 配
信システムの導入．第 24 回日本歯科医学教育学会
総会・学術大会，徳島，2005 年７月７- ８日．

16）近藤千鶴，郷梨江香，佐々木美紀，林　孝文，朔     敬，
程じゅん，芳澤享子，高木律男：慢性硬化性唾液
腺炎における造影CTによる増強効果の経時的評価
の有用性．平成 17 年度新潟歯学会第１回例会，新
潟，2005 年７月９日，新潟歯学会誌，35 (2): 67 頁，
2005 年．

17）Estomaguio GA，山田一尋，越知佳奈子，齋藤　功，
林　孝文：矯正患者における下顎頭骨変化，顔面
形態および関節結節後斜面傾斜の関連．平成 17 年
度新潟歯学会第１回例会，新潟，2005 年７月 9日，
新潟歯学会誌，35 (2): 67 頁，2005 年．

18）平　周三，林　孝文，西山秀昌，田中　礼，斎藤美
紀子，程じゅん，岩本忠士，高田佳之：長期経過後
に再発した多形低悪性度腺癌（PLGA）の１例．日
本歯科放射線学会第 200 回関東地方会第 25 回北日
本地方会 第 13 回合同地方会，東京，2005 年７月
16 日．

19）斎藤美紀子，勝良剛詞，平　周三，田中　礼，小山
純市，西山秀昌，林　孝文：超音波所見から自律神
経異常が原因と考えられた口腔乾燥症の 2例．日本
歯科放射線学会第 200 回関東地方会第 25 回北日本
地方会 第 13回合同地方会，東京，2005 年７月 16日．

20）田中　礼，林　孝文，西山秀昌，平　周三，小山純
市，勝良剛詞，斎藤美紀子：顎・顔面領域における
マルチスライスCTの至適撮影条件の検討．日本歯

科放射線学会第 200 回関東地方会第 25 回北日本地
方会 第 13 回合同地方会，東京，2005 年７月 16 日．

21）小山純市，西山秀昌，林　孝文，山田一尋：顎変
形症症例における下顎頭関節面および海綿骨の評
価．第 18 回日本顎関節学会総会・学術大会，松江，
2005 年７月 30-31 日，プログラム・抄録集，113 頁，
2005 年．

22）西山秀昌，田中　礼，小山純市，林　孝文：軸位
断画像における下顎頭と側頭筋との位置関係につい
て．第 18 回日本顎関節学会総会・学術大会，松江，
2005 年７月 30-31 日，プログラム・抄録集，133 頁，
2005 年．

23）林　孝文，田中　礼，小山純市，西山秀昌：携帯型
超音波断層撮影装置を使用した顎関節症の超音波診
断．第 18 回日本顎関節学会総会・学術大会，松江，
2005 年７月 30-31 日，プログラム・抄録集，111 頁，
2005 年．

24）八幡　誠，山田一尋，林　孝文，齋藤　功：下顎骨
偏位と下顎頭位および関節窩形態との関連性につい
て－ヘリカル CTによる検討－．第 18 回日本顎関
節学会総会・学術大会，松江，2005 年７月 30-31 日，
プログラム・抄録集，138 頁，2005 年．

25）高田佳之，小林正治，岩本忠士，西山秀昌，櫻井克也，
齊藤　力：陳旧性両側顎関節脱臼の１例．第 18 回
日本顎関節学会総会・学術大会，松江，2005 年７
月 30-31 日，プログラム・抄録集，159 頁，2005 年．

26）小山純市，西山秀昌，平　周三，勝良剛詞，田中　礼，
斎藤美紀子，林　孝文：診断に苦慮した下顎角部咬
筋内に発生した血管腫の 1例．日本歯科放射線学会
第 10 回臨床画像大会，仙台，2005 年９月 16-17 日．

27）勝良剛詞，斎藤美紀子，伊藤加代子，新国　農，田
中　礼，平　周三，小山純市，西山秀昌，林　孝文：
神経性および薬剤性口腔乾燥症における耳下腺・顎
下腺の超音波所見．日本歯科放射線学会第 10 回臨
床画像大会，日本歯科放射線学会第 10 回臨床画像
大会，仙台，2005 年９月 16-17 日．

28）田中　礼，林　孝文，西山秀昌，勝良剛詞，小山純
市，平　周三，斎藤美紀子，朔　　敬，程じゅん，
丸山　智，星名秀行，飯田明彦：慢性下顎骨骨髄炎
の CT所見－病理組織学的検討－．平成 17 年度新
潟歯学会第２回例会，新潟，2005 年７月９日，新
潟歯学会誌，35 (2): 75 頁，2005 年．

29）八幡　誠，山田一尋，林　孝文，齋藤　功：下顎
骨偏位と下顎頭位および関節窩形態との関連性に
ついて．平成 17 年度新潟歯学会第２回例会，新
潟，2005 年７月９日，新潟歯学会誌，35 (2): 76 頁，
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